
第2回 八代港の機能強化と地域にもたらす効果に関する検討会を開催

検討会の様子

○本検討会は、海上輸送網の拠点として機能する港湾が地域にもたらす効果を定量的・定性的に分析し、事例として整理
することを目的に設置したもので、第２回検討会を２月20日に開催した。

○検討会では、事務局から、八代港整備の変遷や八代港がもたらす地域活性化と雇用効果等について説明し、構成員から
「成果のとりまとめにあたっては一般の方にも分かりやすい表現で示した方が良い」、「検討会の成果を八代港によ
る地場産業活性化や賑わい創出に繋げていきたい」等の意見があった。

○本検討会は、今回が最終回で、成果について概ね了承されたことから、構成員より頂いた意見等を反映の上、成果を3
月上旬頃に公表する予定。

第2回八代港の機能強化と地域にもたらす効果
に関する検討会

日時：令和6年2月20日(火)15:00～17:00
場所：八代市役所 会議室
議事：
（１）第1回検討会の振り返り
（２）八代港の経済波及効果の推計結果について
（３）八代港の機能強化と地域にもたらす効果について
（４）意見交換

構成員一覧

〇第2回検討会における主な意見
・港に関与している経済効果としては、中間投入を含んだ生産額も示した方が全
体像が理解しやすい。
・一般の方にも分かりやすいように専門用語は極力避けた表現にした方が良い。
・今回の成果によって、八代港の整備に対する一般の方の理解が深まれば良い。
・今回の成果を八代港による地場産業活性化や賑わい創出に繋げていきたい。
・これまでの八代港の整備変遷とともに取扱貨物量などの指標が上向いてきたこ
とが分かりやすく整理されている。
・一般の方にも分かりやすい表現で本検討会の成果を示すことによって、八代港
の重要性が伝わりやすくなる。

写真左奥から倉光委員、田平委員、宮本委員 写真右奥から柿本委員、小葉委員、髙見委員

【学識者】
柿本 竜治 熊本大学 くまもと水循環・減災研究教育センター 教授
小葉 武史 熊本学園大学 経済学部 教授

【団体】
髙見 聡一郎 八代青年会議所 直前理事長

【行政関係】
倉光 宏一 熊本県土木部 河川港湾局 港湾課 課長
田平 秀樹 八代市経済文化交流部 次長
宮本 由郎 九州地方整備局 熊本港湾・空港整備事務所 所長

【事務局】
九州地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室


